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(三)

On the variants of“Tsutsum i-chunagon monogatari”（3）

　　　　　　　　　　　　Seiichi　MATSUMURA

（Ｓｅｍｉｎａｒ　of　tｈｅ ＪａｐｏＭｅｓｃ Ｌａｎｇｕａｇｅ，Libeｒａｌ Ａｒiｓ ＦｏｃｕＵｙ, Ｋ･心力iびmversity^

　　第二群第二類の諸本（追加）

　前回゛，追肥において言及し7このみの下記寫本を追加する.

　（8）池田亀鑑博士蔵黒川偉頼菖蔵本（以下黒川本と称す.）

　縦27.1糎，横20.1糎，袋綴二冊．「黒川筒頼蔵書」「黒川真道戴書」の蔵書印の外に，「吏部大

卿忠次」と読まれる印があるj.（図版参照）

　　　　　　　　　　　　　寛政重修諸家譜によれば，榊原忠次（1605－1665）炉，元和２年正月

言
穴
熊
才

朔日(1616)に式部大輔となり，寛文３年３月12日(1663)に侍従とな

っているので，彼の哲蔵でゐつ7こものと考えられる．清水泰氏の「堤中’

納言物語詳解」゛゛には，中田剛直氏の援助によっ7ことして「榊原忠次

侯薔蔵本」を掲げである．その解説の記述によれば，ここに述べる寫本

と極めて類似していることがわ力哺,或いは同一の寫本かと思われる炉．

所蔵者炉示されていないし「刑部卿忠次」の蔵書印があるという点が異

なっている．

　奥書その他の記載はないが，江戸時代初期の書寫であろうと考えられ

る．

　本書の本文を精査してみると,前回に掲げすこ第二類諸本の共通異文を，

すべて持っている．ま7こ，「はな7この女御」の，「世の中の」の歌のに

はひにものは」の傍に「に阪本不分明イ」と記されていることも共通す

る．こねで本書が第二類に属することは明かである．

　さらに，本書は前回に述べすこ上野図書館本と島原本との共通異文をすべて持っている．上野図書

館本は，前にも述べたように「むしめっる姫君」「おもはぬ力叶:ﾆにとまりする少将」の二篇が第一

群第一類第一種の本文による補寫である力弓，島原本との比較にはこの部分を省略して考察を進め

7こ炉，今，この部分について，黒川本と島原本とを比較すると，次の如き共通異文が存することを

知るのである．異文の箇所は，下に一線を施して示し，頁数・行数は拙著堤中納言物語（日本古典

全書***)による．例文は黒川本で代表させる．

゛松村誠こｰ･堤中納言物語溶本考C=り高知大学学術研究報告第３登第20号昭和29年12月

“清水泰　堤中納言物語詳解要書房昭和29年６月

゛“松村誠一堤中納言物語朝Ｈ新聞此昭和26年12月
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76
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　これらの異文は，もし上野図書館本が補寫でなかっ?こならば，おそらく共通に持ってい7こであろ

うと思われる．．　　　　　　　　　　　　　　う

　以ヒの諸点から，本書は第二群第二類に属し，その中でも上野図書館本・島原本と特に近い関係

払あること炉わかる．

　前回に述べ7こ第二類諸本の共通異文においても，上野図書館本の補寫の部分は除外してある炉，

この部分にっいても，黒川本は，他の第二類諸本，即ち島原本・元禄本・京大国文学研究室本・廣

島大学本・損陵部本との間に，次の如き共通異文を持っている．これらもご，もし七野図書館本のこ

の部分が補寫でなかっ7二ならば，おそらく共通に所有してい七と考えられ，これらをもあわせて，

第二類の共通異文と考えてよいであろう．このことは黒川本の調査によって明かになっ7こところで

ある．・
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　　第＝群第一類第一種の諸本

　（1）東京大学附器

　縦27糎，横19.4糎，袋綴一冊．「南葵文庫」「やすむろ」下束淵文庫」等の蔵書印がある．

バ2）国立国会図書館支部詐嘉堂文庫蔵松井簡治博士哲蔵函峙文庫本（以下函崎文庫本と称す.）

　縦25.5糎，横18.2糎，袋綴一冊．「松井蔵書」「函崎文庫丿等の蔵書印がある.

　（3）東.北大学附胆図書館蔵狩野文庫本（以下狩野文庫本と称す.），

　縦23.7糎，横16.4糎，袋綴二冊．「狩野氏図書記」「荒井泰治氏ノ寄附金ヲ以テ購入セル文学博

士狩野亨吉氏薔蔵書」等の蔵書印がある．　　　　　　　　　．

　　第―類渠―種の諸本の共通異文　　　　　　　　　　　　　　　'―　'　　　　　　　　゛

　南葵文旅本・函崎文庫本・狩野文庫本を比較して，その共通異文をあげると，次の如くである.

゛松村誠一　堤中納言物語朝日新聞此昭和26年12月
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　　（附記）異文４・９･１０・Ｈは，前回゛に述べた上野図書餉本が，この第一個をもって稲写した部分であるから

　　　同本とも一致していることは勿論である．

　　第一種の諸本の相互関係

　上述の如く，第一種の諸本は，共通異文を有するところから，同一の種に属するものと考えられ･

る炉，これら諸本の系譜.ｈの関係を明かにすることはできない．す二だ，南葵文庫本と函崎文庫本と

は次に掲げるような共通異文を有するが，狩野文庫本はこれらを有しないという事実が，これら三

本の親疎の関係を示していると考えること炉できる.

　　　　　　　　　　　　　　　●甫葵文庫本●函崎文庫本共通異文　　　　　　　　　　　．．
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　　（附記）異文５は上野図書館本に一致するが，これは該書が栢写であるからである．

　　第一類第二種の諸本

　（1）無窮会図書館蔵清水浜臣薔蔵本（以下浜臣哲蔵本と称す.）

　縦･27.6糎，横19.7 fti.袋綴一冊．「清水浜臣蔵書JF泊沼金蔵」「井上頼圀戴」「井上氏」「無

諮会紳習文庫」等の蔵書印がある．　　　　　　　ヶ

　卵ウ左下隅に奥書がある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

　　　　　（第１行）文化三丙寅夏五月令有生某謄寫了

　　　　　（第２行）　即日校一過聊註所見

　　　　　（第３行）　同七年冬十二月蔚舗万笈堂　浜臣･

　　　　．（第４行）　有上木之企訪来請訂正因

　　　　　（第５行）再就考正焉

　この奥書は浜臣の自筆と考えられるが，「浜臣」の署名の位置と，下に述べる他の浜臣本の奥書

,などから考えて，この浜臣哲蔵本の奥書は，文化３年５月に，第１行・第２行および第３行の署名

が書かれ，文化７年12月に，第３行（署名を除く）・第４行および第５行が書き加えられたものと

考えられる.

　　「浜按」と標記し7こ朱の註が加えられているが，これは奥書にみえる浜臣自筆の註である.

　（2）宮内庁書陵部蔵清水浜臣本（以下書陵部浜臣本と称ｉ.）

　書陵部に依頼し，東京カラーラボによって撮影され了こマイクロフイルムを使用し7こ．このマイク

ロフイルムには「虫めづる姫君」に3＝lマ,「かひあはせ」に１コマ撮影もれがあるようであるが，

･再調の機を得ないので，そのまま使用しすこ．

　奥書は，前述の浜臣薔蔵本の奥書の第１行・第２行および第３行の署名に相当するものがある．

声文の行数・字詰も浜臣薔蔵本と全く同じである．従って，浜臣薔蔵本を，文化３年５月以後，文

･化７年12月以前に書寫し7こか，或い,はそれを転寫し7こものであると考えられるが，その何れであ

る加は明かでない..

　叫無窮会図書館戴井上頼圀薔蔵本（以下井上本と称す.）

　縦27.3糎，横19.7糎，袋綴一冊．「頴田文庫」「待買堂」「あしのや蔵書」「江戸四日市古今珍書

嶮達摩屋五－」「井上頼圀蔵」「井上氏」「無窮会紳習文庫」等の蔵書印がある．上述の浜臣薔蔵本

も井上頼圀哲蔵であるが，ここでは両本を区別する7こめに，本書の方を井上頼圀哲版本と称する.

・　奥書は無く，本文の行数・字詰は殆ど浜臣薔哉本と一致してい･るが，僅かな相違がある．．

　　「浜按」と標記し7こ朱の註がある．浜臣哲哉本の転寫本であろうが詳細は不明である.

　（４）国立国会図醤館支部上野図書館蔵清水浜臣本（以下上野浜臣本と称す.）.　　ト



　　　　　　　　　　　堤（中　納:言　物　語’傅　本一考　凶（松村）　　　　　　　　．５

　縦27.3糎，横18.8 ≫,袋綴一冊．「岡本文庫」「榊原家蔵」「故榊原芳埜納本」「東京図書館戴」

薄の蔵書印がある.

　68ウに次の奥書がある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　（第１行）

　－　（第２行）

　　　（第３行）

　　　（第４行）（朱）

　　　（第５行）（朱）

つ,いで裏表紙の見返に

　　　（第１行）（藍）

　　　（第２行）（藍）

　　　（第３行）（藍）

文化三丙寅夏五月令書生某謄

寫了即日校一過聊註所見

　　　　　　　　　　　　　浜臣

此本借清水光房蔵書書寫了其後一校畢

　　　　　　天保十一年正月　　　定良

此本謄寫之両以荘内令女暉子蔵本青錠一校返ロ

於蔦舎畢

　　嘉永六発亥リし月　　　　奥竹舎主人

　　とある．清水泰氏゛゛によれば，定良は木村定良，哭竹舎主人は日尾荊山であるという．

　本書と類似の奥書を有するものに国立国会図書館支部静嘉堂文庫蔵松井簡治博士薔蔵日尾荊山本

･があるが，これは第一群第一類第二種と第二群第三類第二種との混態であることは，既に先年明か

ｰにし7こところである゛兼兼．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

　　第一類第二種の諸本の共通異文

　浜臣薔蔵本・書陵部浜臣本・井と本･･上野浜臣本を比較して，その共通異文を調査すると'，次の

如くである．例文は浜臣薔蔵本で代表さぜてある／
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゛嘉永６年は葵丑である．

“清水泰堤中納言物語詳解要書房昭和29年６月

４“松村誠一　混態の処理について-Ｈ尾荊山1日蔵堤中納言物語を中心に一國語と國文学昭和16年９月
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　　　(附記)異文9 ･10・16は，書陵部浜臣本のマイタロフイノ゛ムの欠けた個所であるか，.か卵こ共通異文として掲

　　　　げたので，他日の調査をまたなければならない．

　　　第二種の諸本の相互関係

　　第二種の諸本の中でも，書陵部浜臣本・井上本・上野浜臣本の三本の共通異文は，全篇にわすこっ

て多数に上っている．今それらを掲げることは紙幅の関係で許されないが，一々の共通異文にっい

てみると，これら三本の共通異文の箇所が，浜臣薔薇本の本文の仮名の字体に，何らかの誤認され

易い点を含んでいると思われるものが多い．次にそれらの中の幾つかの例を示す．凸版は浜臣奮蔵

　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'　　　　　　　　　　　　・　'・本の字匯であｂ，次に示すのが他の三本の共通異文，最後の頁数・行数は既述の拙著のそれである．

(図版参照)

　　この事実は，これら三本が書寫の上で密接な関係を有することを示し，前に述べ7こ奥書とあわせ

考えれば，浜臣薔蔵本が第二種の租本であると推定してもよいであろう．しかし，他の三本が具体

的にはどのような書寫の関係にあるかは明かにすることができない.

　　(附記)本稿を草するに当凱池田･亀鑑博士･東京大学附属図書館・國立國会図書館支部静嘉堂文庫・東北大学

附属図書館・無窮会図書館・宮内庁舎陵部･國立國会図書館支部上野図書館から，閲覧或いは'マイクロフイノレム撮影･

の許可を呉えられた,．あつく謝意を表する．また郷土史家川村滑之助氏・高知大学附属図書館目録係長矢野修二耶氏

から有盆な助言を頂いたことに感謝する.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和30年９月30日受m)
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